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は
じ
め
に

日
本
の
少
子
高
齢
化
・
経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
た
め
、
２

０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
を
１
つ
の
マ
イ

ル
ス
ト
ー
ン
と
し
て
、
政
府
な
ど
が

普
及
に
力
を
入
れ
て
き
た
日
本
の
働

き
方
改
革
。
テ
レ
ワ
ー
ク
は
働
き
方

を
柔
軟
に
す
る
ツ
ー
ル
の
１
つ
と
し

て
、
首
都
圏
の
大
企
業
を
中
心
に
普

及
が
進
ん
で
き
た
。
し
か
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
っ
て

状
況
は
一
変
し
た
。
感
染
症
の
収
束

が
見
通
せ
な
い
中
、テ
レ
ワ
ー
ク
は
、

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
と
し
て
地
域
や
企

業
規
模
を
問
わ
ず
定
着
化
の
様
相
を

見
せ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
現
状

と
今
後
の
働
き
方
の
変
化
に
触
れ
、

テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
の
た
め
の
ス

テ
ッ
プ
を
整
理
す
る
。

一

テ
レ
ワ
ー
ク
と
は

テ
レ
ワ
ー
ク
と
は
情
報
通
信
技
術

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
使
い
、
時
間
や
場
所

を
有
効
に
活
用
で
き
る
働
き
方
の
こ

と
だ
。
テ
レ
ワ
ー
ク
は
働
く
場
所
に

よ
っ
て
「
在
宅
勤
務
」、「
モ
バ
イ
ル

ワ
ー
ク
」、「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

勤
務
」に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る（
図

表
１
）。
な
お
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

も
テ
レ
ワ
ー
ク
も
オ
フ
ィ
ス
を
離
れ

た
と
こ
ろ
で
働
く
こ
と
を
示
し
、
同

じ
意
味
を
も
つ
。

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
は
、
近
年

は
「
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
」、「
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
」
等
と
よ
ば
れ
、

モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク
を
す
る
人
が
増
え

た
こ
と
を
背
景
に
、
会
議
室
や
カ

フ
ェ
な
ど
多
様
な
設
備
や
機
能
を
備

え
た
タ
イ
プ
か
ら
、
移
動
中
の
短
時

間
利
用
を
狙
っ
た
テ
レ
ワ
ー
ク
専
用

の
ボ
ッ
ク
ス
ま
で
様
々
な
タ
イ
プ
が

あ
り
、
首
都
圏
を
中
心
に
全
国
に
展

開
さ
れ
て
い
る
。
都
市
部
と
地
域
の

交
流
人
口
増
加
を
目
指
し
、
地
域
の

観
光
地
な
ど
に
も
設
置
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
る
（
図
表
２
）。

二

テ
レ
ワ
ー
ク
が
も
た
ら

す
効
果

テ
レ
ワ
ー
ク
が
普
及
し
て
い
る
理

由
は
、ワ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
だ
け
で
な
く
、
企
業
に
と
っ
て

T O P I C ①

金融機関とテレワーク

①テレワークの現状と導入のための手引き

対応必至
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一

法
的
側
面
と
課
題

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
、

と
り
わ
け
、
令
和
２
年
４
月
７
日
付

で
発
出
さ
れ
た
緊
急
事
態
宣
言
（
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措

置
法
32
条
１
項
）
に
よ
り
、
日
本
企

業
の
経
済
活
動
は
大
き
な
転
換
を
迫

ら
れ
た
。

緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
、
各
都
道

府
県
知
事
は
、
住
民
に
対
し
て
不
要

不
急
の
外
出
を
自
粛
す
る
よ
う
「
要

請
」
し
（
45
条
１
項
）、「
多
数
の
者

が
利
用
す
る
施
設
」
の
管
理
者
に
対

し
て
施
設
使
用
の
制
限
や
停
止
を

「
要
請
」
し
た
（
同
条
２
項
）。
か
か

る
要
請
に
応
え
、
多
く
の
国
民
が
不

要
不
急
の
外
出
を
避
け
、
多
く
の
企

業
が
テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入
し
て
自
社

の
従
業
員
に
自
宅
で
の
勤
務
を
命
じ

た
。他

の
業
種
に
比
し
て
対
面
で
顧
客

と
接
す
る
こ
と
の
多
い
金
融
機
関

も
、
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
、
業
務

形
態
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

金
融
庁
は
、
４
月
13
日
付
で
「
出
勤

者
７
割
削
減
を
実
現
す
る
た
め
の
要

請
に
つ
い
て
（
周
知
）」
を
発
表
し
、

金
融
機
関
に
対
し
て
出
勤
者
７
割
削

減
に
取
り
組
む
よ
う
要
請
し
た
。
こ

れ
を
受
け
、
多
く
の
金
融
機
関
は
、

営
業
時
間
の
短
縮
、
窓
口
対
応
人
数

の
削
減
、
利
用
者
に
対
す
る
不
要
不

急
の
来
店
を
控
え
る
旨
の
要
請
な
ど

に
よ
り
、
出
勤
者
削
減
に
取
り
組
ん

だ
よ
う
で
あ
る
。

５
月
25
日
に
緊
急
事
態
宣
言
が
全

面
解
除
さ
れ
、
２
ヵ
月
余
り
が
経
過

し
た
が
、
日
本
企
業
は
完
全
に
“
通

常
営
業
”に
戻
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

西
村
康
稔
経
済
再
生
担
当
大
臣
は
、

緊
急
事
態
宣
言
解
除
に
先
立
つ
５
月

21
日
の
記
者
会
見
に
お
い
て
、
緊
急

事
態
宣
言
解
除
後
も
テ
レ
ワ
ー
ク
を

継
続
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
現
在
も

テ
レ
ワ
ー
ク
を
継
続
し
て
い
る
企
業

は
存
在
す
る
。
７
月
に
入
り
１
日
あ

た
り
の
感
染
者
数
が
増
加
の
一
途
を

た
ど
る
日
が
続
く
な
か
、
緊
急
事
態

宣
言
が
再
発
令
さ
れ
る
可
能
性
も
あ

る
。
そ
の
た
め
、
す
で
に
テ
レ
ワ
ー

ク
を
終
了
さ
せ
た
企
業
で
あ
っ
て

も
、
今
後
ス
ム
ー
ズ
に
テ
レ
ワ
ー
ク

へ
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

T O P I C ①

金融機関とテレワーク

②テレワークの導入と法的留意点

対応必至

長谷川俊明法律事務所
弁護士　　　　  弁護士
前田 智弥　　廣田 景祐
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暴
力
団
の
取
締
り
に
関
し
て
は
、

人
を
断
ち
、
資
金
を
断
ち
、
物
（
武

器
）
を
断
つ
、
こ
の
三
本
柱
を
軸
に

組
織
の
弱
体
化
が
図
ら
れ
て
き
た
。

な
か
で
も
構
成
員
の
大
量
（
反
復
）

検
挙
に
よ
っ
て
「
人
を
断
つ
」
こ
と

に
主
力
が
注
が
れ
て
き
た
が
、「
人

を
断
つ
」
方
法
は
、
検
挙
一
辺
倒
で

は
な
い
。
一
方
で
暴
力
団
へ
の
加
入

を
阻
止
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

し
、
他
方
で
暴
力
団
か
ら
の
離
脱
を

促
し
て
い
く
こ
と
も
ま
た
、
非
常
に

重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
暴
力
団
追
放

運
動
推
進
都
民
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、

「
暴
追
都
民
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
）

で
は
、
平
成
４
年
（
１
９
９
２
年
）

の
設
立
以
来
、
警
視
庁
を
は
じ
め
関

係
機
関
・
団
体
な
ら
び
に
東
京
の
三

弁
護
士
会
と
連
携
し
て
、「
暴
力
団

を
離
脱
す
る
意
志
を
有
す
る
者
を
助

け
る
た
め
の
活
動
」（
注
１
）
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の

取
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
た
う
え

で
、
金
融
関
連
業
務
に
携
わ
る
方
々

に
承
知
い
た
だ
き
た
い
点
に
触
れ
な

が
ら
、
当
面
の
課
題
と
今
後
の
展
望

に
つ
い
て
述
べ
る
。

１　

暴
力
団
離
脱
の
支
援

世
に
「
親
の
血
を
ひ
く
兄
弟
よ
り

も
、か
た
い
ち
ぎ
り
の
義
兄
弟
」（
注

２
）
な
ど
と
う
た
わ
れ
て
い
る
が
、

ひ
と
た
び
親
分
・
子
分
・
兄
弟
分
の

世
界
に
踏
み
込
ん
だ
暴
力
団
員
に
、

離
脱
の
自
由
な
ど
な
い
。
一
家
か
ら

抜
け
る
こ
と
は
裏
切
り
で
あ
り
、
時

に
命
が
懸
か
る
掟
破
り
な
の
で
あ

る
。無
事
離
脱
を
遂
げ
る
た
め
に
は
、

多
く
の
場
合
、
警
察
の
介
入
が
欠
か

せ
な
い
。

支
援
を
求
め
て
暴
追
都
民
セ
ン

タ
ー
を
訪
れ
る
「
そ
の
筋
の
者
」
に

は
様
々
あ
り
、
離
脱
し
た
と
自
称
す

る
者
す
べ
て
が
、
き
ち
ん
と
離
脱
で

き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
所
属
組

織
と
の
関
係
が
曖
昧
な
ま
ま
の
者
、

報
復
を
恐
れ
、
逃
げ
隠
れ
し
て
い
る

者
も
い
る
。
公
益
を
追
求
す
る
暴
追

都
民
セ
ン
タ
ー
が
現
役
の
暴
力
団
構

成
員
・
準
構
成
員
を
支
援
す
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
の
で
、ま
ず
職
員（
相

暴
追
都
民
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

離
脱
者
支
援
の
概
要

二

①　暴力団離脱者の支援と
　その預金口座開設について

ＴＯＰＩＣ②

公益財団法人 暴力団追放運動推進都民センター 代表理事

櫻榮 茂樹

は
じ
め
に

一

 暴力団離脱者の預金口座開設
の問題について
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暴
力
団
員
の
組
織
か
ら
の
離
脱
を

促
進
し
、
そ
の
社
会
復
帰
を
援
助
す

る
た
め
の
施
策
は
、
警
察
に
お
い
て

も
、
暴
力
団
総
合
対
策
の
重
要
な
柱

の
一
つ
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
平

成
31
年
３
月
19
日
警
察
庁
丙
組
暴
発

第
３
号
「
暴
力
団
員
の
社
会
復
帰
対

策
に
つ
い
て
」
等
）。

近
年
、
金
融
機
関
を

中
心
と
し
た
取
引
社
会

に
お
け
る
暴
力
団
排
除

対
策
が
浸
透
し
て
き
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
暴

力
団
が
弱
体
化
す
る
こ

と
は
大
い
に
歓
迎
す
べ

き
こ
と
で
あ
り
、
今
後

も
そ
の
継
続
が
切
に
望

ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
た
だ
、
暴
力
団
の

数
が
減
少
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
暴
力
団
を
脱

退
す
る
者
が
年
々
増
加

す
る
状
況
に
あ
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
（
図

表
１
）。
そ
し
て
、
暴

力
団
を
形
式
的
に
脱
退

す
る
だ
け
で
な
く
、
一
般
社
会
へ
の

復
帰
に
向
け
て
相
当
の
覚
悟
を
有

し
、
社
会
復
帰
に
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
る
者
（
以
下
、「
離
脱
者
」
と

い
う
）
で
あ
っ
て
も
、
後
述
す
る
と

お
り
、
預
金
口
座
の
新
規
開
設
が
著

し
く
困
難
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り

が
な
い
な
ど
、
離
脱
者
に
対
す
る
社

会
的
制
約
は
、
暴
力
団
を
辞
め
た
か

ら
と
い
っ
て
必
ず
し
も
な
く
な
る
も

 暴力団離脱者の預金口座開設
の問題について

②　継続就業証明書と
　「離脱評価に繋がる情報」
　 の情報提供

ＴＯＰＩＣ②

　　　暴力団離脱支援プロジェクトチーム

は
じ
め
に

一
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【図表１】暴力団構成員等の推移
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本
連
載
は
、
本
号
か
ら
全
８
回
に

わ
た
り
、
金
融
機
関
に
勤
務
さ
れ
る

概
ね
１
～
３
年
目
の
方
を
対
象
と
し

て
、
相
続
業
務
に
つ
い
て
迷
い
な
く

対
応
で
き
る
よ
う「
相
続
と
は
何
か
」

と
い
う
点
か
ら
、
相
続
業
務
に
つ
い

て
一
通
り
の
解
説
を
行
う
も
の
で
あ

る
。
各
金
融
機
関
に
お
い
て
は
、
相

続
に
関
す
る
詳
細
な
手
続
規
程
や
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
準
備
さ
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
と
こ
ろ
、
本
連
載
は
、
そ
の

よ
う
な
手
続
規
程
等
の
補
足
や
理
解

の
促
進
を
目
的
の
一
つ
と
し
て
い

る
。
な
お
、
本
連
載
で
は
、
平
成
30

年
に
改
正
さ
れ
た
民
法
（
相
続
法
）

に
関
係
す
る
事
項
も
適
宜
扱
う
た

め
、
こ
の
点
は
4
年
目
以
上
の
方
に

と
っ
て
も
有
益
と
思
わ
れ
る
。

ス
タ
ー
ト
と
な
る
本
号
は
、
顧
客

等
か
ら
相
続
が
発
生
し
た
と
申
出
を

受
け
た
際
に
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
そ
の

際
に
ど
の
よ
う
な
点
に
留
意
す
べ
き

か
を
テ
ー
マ
と
し
て
解
説
し
て
い

く
。「

相
続
」
と
は
、
人
の
死
亡
に
よ

り
開
始
す
る
制
度
で
あ
り
、
死
亡
し

た
人
（
こ
れ
を
「
被
相
続
人
」
と
い

う
）
が
保
有
す
る
財
産
や
債
務
と

い
っ
た
権
利
義
務
が
、
死
亡
し
た
時

点
で
、
包
括
的
に
他
者
に
承
継
さ
れ

る
こ
と
を
い
う
（
民
法
８
８
２
条
）。

「
包
括
的
」
と
は
、
売
買
の
場
合
の

よ
う
に
対
象
と
な
る
特
定
の
財
産
が

個
別
に
他
者
へ
移
転
す
る
も
の
で
は

な
く
、
被
相
続
人
が
作
っ
て
き
た
財

産
関
係
（
こ
れ
に
は
、
不
動
産
や
債

権
と
い
っ
た
財
産
の
ほ
か
債
務
も
含

ま
れ
る
）
が
原
則
的
に
一
体
と
な
っ

て
す
べ
て
承
継
さ
れ
る
こ
と
を
意
味

す
る
（
民
法
８
９
６
条
本
文
）。
例

外
的
に
、
代
理
権
、
扶
養
請
求
権
、

財
産
分
与
請
求
権
、
生
活
保
護
法
の

受
給
権
等
被
相
続
人
に
の
み
に
帰
属

を
認
め
、
そ
れ
以
外
の
他
者
へ
の
帰

属
を
認
め
な
い
権
利
（
こ
れ
を
「
帰

属
上
の
一
身
専
属
権
」
と
い
う
）
に

つ
い
て
は
、
相
続
に
よ
り
他
者
に
承

継
さ
れ
な
い
が
（
民
法
８
９
６
条
但

書
）、
金
融
機
関
の
実
務
に
お
い
て

は
、
こ
れ
ら
を
考
慮
す
べ
き
場
面
は

限
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
本
連

載
で
は
割
愛
す
る
。

こ
の
よ
う
な
相
続
と
い
う
制
度
に

よ
り
、
被
相
続
人
の
財
産
関
係
を
承

継
す
る
者
が
相
続
人
で
あ
る
。
ど
の

よ
う
な
者
に
承
継
を
さ
せ
る
か
（
被

相
続
人
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
も
つ

者
を
相
続
人
と
す
る
か
）、
ま
た
、

そ
の
よ
う
な
承
継
者
が
複
数
存
在
す

る
場
合
に
ど
の
よ
う
な
割
合
で
承
継

す
る
か
は
、
各
国
の
法
律
に
よ
り
違

い
が
あ
り
、
日
本
で
は
民
法
に
詳
細

に
規
定
さ
れ
て
い
る
（
日
本
に
お
い

て
も
こ
れ
ま
で
に
内
容
が
幾
度
か
変

一
　
相
続
と
は
何
か

わかりやすい

相続実務の基礎知識
第１回

　顧客から相続発生の申出が
　あった際の初動対応

虎門中央法律事務所　　パートナー弁護士　
荒井 隆男

弁護士
湯川 信吾
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